§４．重要度・優先度を考慮した更新
第４章　重要度・優先度を考慮した更新
４．1 ·重要度・優先度を考慮した更新需要の算定
1） 重要度・優先度に応じた更新時期（更新基準）の設定
「3．２資産の将来見通しの把握」において、法定耐用年数を基準として更新事業を実施した場合、年平均で113百万円の更新需要が発生し、近年の建設改良費（図2-1-2/図2-1-4よりも大きいことがわかった。
そこで、次に、法定耐用年数で更新した場合の更新需要のピーク時期やその規模を踏まえつつ、時間計画保全に基づき、資産区分ごとに重要度・優先度を勘案した更新時期（更新基準）の設定を行った。なお、重要度・優先度の検討及び更新時期（更新基準）の設定に当たっては、「実使用年数に基づく更新基準の設定例（厚生労働省）」を参考とする。
[bookmark: _GoBack]

＜表4-1-1　時間計画保全に基づく重要度・優先度に応じた更新基準の設定＞
【施設】
	区分
	法定耐用年数
	更新基準（年）

	土木
	60年
	73年

	建築
	50年
	70年

	電気
	20年
	25年

	機械
	15年
	15年

	計装
	10年
	15年


【管路】
	管種区分
	法定耐用年数
	更新基準

	鋳鉄管（ダクタイル鋳鉄管は含まない）
	40年
	50年

	ダクタイル鋳鉄管　耐震型継手を有する
	40年
	80年

	ダクタイル鋳鉄管　K形継手等を有するもののうち良い地盤に布設されている
	40年
	70年

	ダクタイル鋳鉄管（上記以外・不明なものを含む）
	40年
	60年

	鋼管　（溶接継手を有する）
	40年
	70年

	鋼管　（上記以外・不明なものを含む）
	40年
	40年

	石綿セメント管（ｍ）
	40年
	40年

	硬質塩化ビニル管　（RRロング継手等を有する）
	40年
	60年

	硬質塩化ビニル管　（RR継手等を有する）
	40年
	50年

	硬質塩化ビニル管（上記以外・不明なものを含む）
	40年
	40年

	コンクリート管
	40年
	40年

	鉛管
	40年
	40年

	ポリエチレン管（高密度、熱融着継手を有する）
	40年
	60年

	ポリエチレン管（上記以外・不明なものを含む）
	40年
	40年

	ステンレス管　耐震型継手を有する
	40年
	60年

	ステンレス管（上記以外・不明なものを含む）
	40年
	40年

	その他（管種が不明のものを含む）
	40年
	40年




2） 100年先まで更新需要
（1） 施設資産の更新需要の算定
· （表4-1-1）の更新基準により更新需要を算定した結果を、（図4-1-1）に示す。
· 「施設資産」については、法定耐用年数を基準とした更新需要は6,235百万円であったが、重要度・優先度を考慮した更新基準を設定することによって、2119年までの更新需要は4,961百万円となる。100年で平均した場合、1年あたり50百万円必要となる。
<図4-1-1　施設資産の更新需要（表4-1-1の更新基準による更新）>
[image: ]
＜（再掲）図2-2-4　施設資産の更新需要（法定耐用年数で更新した場合）＞
[image: ]

（2） 管路の更新需要の算定
1） 更新需要の算定
· １）で算定した更新延長に布設単価を乗じて更新需要を算定した結果を、（図4-1-2）に示す。
· 管路については、法定耐用年数を基準とした更新需要は5,135百万円であったが、重要度・優先度を考慮した更新基準を設定することによって、2119年までの更新需要は3,207百万円となる。
＜図4-1-2　管路施設の更新需要（表3-1-1の更新基準による更新）＞
[image: ]
＜（再掲）図2-2-5　管路資産の更新需要（法定耐用年数で更新した場合）＞
[image: ]
（3） 重要度・優先度を考慮し更新した場合の更新需要（合計）
以上の結果から、重要度・優先度を考慮し更新した場合の更新需要は、2119年までに合計8,168百万円と見込まれる。100年間で平均すると、施設資産は49.6百万円、管路資産は32.1百万円となり、合計で1年当たり82百万円必要となる。

100年の合計
	施設資産の更新需要
	4,961（百万円）

	管路資産の更新需要
	3,207（百万円）

	計
	8,168（百万円）




※参考
法定耐用年数で更新した場合の更新需要を再掲する。
	施設資産の更新需要
	6,235（百万円）

	管路資産の更新需要
	5,135（百万円）

	計
	11,370（百万円）





3） 資産の健全度の算定（更新需要の妥当性確認）
· （表4-1-1）の更新基準により更新を行った場合の構造物及び設備の健全度を（表4-1-2、図4-1-3）に示す。
· 重要度・優先度に応じた更新基準を設定したことにより、法定耐用年数を超える施設資産（経年化資産）が発生する。
· 経年化資産（法定耐用年数超過）の割合が現在よりも増加するが、老朽化資産（法定耐用年数の1.5倍超過）は現状の水準で維持することができる。

＜図4-1-3　施設資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新）＞
[image: ]
※）施設資産」とは全資産から「管路資産」を除いたものをいう。


＜表4-1-2　施設資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新）＞
土木
[image: ]
建築
[image: ]
電気
[image: ]
機械
[image: ]
計装
[image: ]

· 管路については、2088年以降で経年化管路が増加しいていく。これは、更新した管種が法定耐用年数の1.5倍以上の期間利用するためである。

＜図4-1-4　管路資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新・金額基準）＞
[image: ]
＜表4-1-3　管路資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新・金額基準）＞
[image: ]


· 「施設資産」と「管路資産」をあわせた「全資産」の（表4-1-1）の更新基準により更新を行った場合の健全度を示す。
＜図4-1-5　全資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新）＞
[image: ]
＜表4-1-4　全資産の健全度（表4-1-1の更新基準による更新）＞
[image: ]



４．2 ·財政収支見通しの検討
1） 財政収支の算定条件
前節で算定した更新需要に基づき更新投資を実施した場合の財政収支を算定することにより、財政に与える影響を評価する。すなわち、中長期的な観点から損益勘定留保資金等（内部留保資金）の推移（資金繰り）や現在の料金水準・起債水準の妥当性を評価し、更新に必要な財源確保方策を検討する。
財政収支の算定に当たっては、財政への変動要素としては、算定した更新需要と長期的な人口減少に伴う有収水量の減少のみを見込み、他の費目・項目については実績の平均値で一定とする条件設定を行った。

（1） 財政収支算定の条件設定
収益的収支、資本的収支、資金残高等の各費目・項目の将来値について、一定の条件設定を行った。財政収支算定の条件設定は以下のとおり設定した。

（2） 年間有収水量
将来の年間有収水量は認可値及び「江府町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の将来推計値の減少比率を有収水量に乗じて算出した。また、「江府町まち・ひと・しごと創生総合戦略」で推計していない2040年以降の人口は増減がないものとし、有収水量を算出した。


（3） 収益的収支
収益的収支の条件設定は以下のとおりとした。
	収益的収入
	給水収益
	有収水量見込み×供給単価

	
	長期前受金戻入
	既資産取得分に対する特定財源実績値に、将来計画取得分に対する特定財源計画値を減価償却費に応じ、別途加算して算出

	
	上記以外
	2018年度決算額

	
	減価償却費
	既資産取得分に対する実績値に、将来計画取得分を法令等の耐用年数に応じ、別途加算して算出

	
	資産減耗費
	建設改良費に、H30年度の建設改良費に対する資産減耗費の割合を乗じて算出

	
	支払利息
	既発債に対する支払利息額に、将来計画新発債に対する支払利息予定額を別途加算して算出

	
	特別損失
	0とする。

	
	上記以外
	2018年度決算額



（4） 資本的収支
資本的収支の条件設定は以下のとおり設定した。
	資本的収入
	企業債
	建設投資額の全額について企業債発行
据置期間5年・利息0.6％

	
	上記以外
	2018年度決算額

	資本的支出
	建設改良費
	更新需要費及び委託調査費等
10年毎の平均需要費

	
	投資
	0とする。

	
	企業債償還金
	既発債に対する元金償還額に、将来計画新発債に対する元金償還予定額を別途加算して算出

	
	仮払消費税
	建設改良費決算額に、H30年度の建設改良費決算額に対する仮払い消費税の割合を乗じて算出



（5） 資金残高・企業債残高
資金残高・企業債残高は平成30年度決算の金額を用いることとした。
資金残高	8,268千円
企業債残高	745,714千円

2） 財政シミュレーションの結果
（1） 収益的収支
[bookmark: _Hlk31616883]収益的収入及び支出は、水需要の減少に伴い収益的収入が減少する一方で、減価償却費が増加し、収益的支出が増加する。計画期間内においては、常に赤字となる見込みである。
図4-2-1　収益的収支の推移
[image: ]
図4-2-2　単年度純損益の推移
[image: ]


（2） 資本的収支
資本的収入及び支出は、建設改良費の増加に伴い支出が増加する一方で、企業債の充当率を100％と見込むとともに、出資金を2018年度と同じ水準としているので、2029年度は資本的収支が黒字となる。
図4-2-3　資本的収支の推移
[image: ]
図4-2-4　建設投資への補填額とその内訳の推移
[image: ]


（3） 資金残高・企業債残高
企業債残高は、1,088百万円まで増加する。現在は746百万円である。資金残高は、8百から62百万円まで増加する。
図4-2-5　資金残高および企業債残高の推移
[image: ]

（4） 給水原価及び供給単価
人口減少に伴い、有収水量が減少する。計画期間内において、給水原価は供給単価の3.5倍～5倍の開きがある。
図4-2-6　有収水量、給水収益、給水原価と供給単価の推移
[image: ]

（5） 長期及び100年収支予測
計画期間以降の収支予測を行った。2060年までの収支予測と2118年までの収支予測を巻末の参考資料に添付する。
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image6.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 586 572 476 342 197 298 494 540 572 539 332

m 96.8% 94.6% 78.7% 56.5% 32.6% 49.1% 81.6% 89.2% 94.6% 89.1% 54.8%

百万円 17 31 110 243 365 192 48 22 31 51 244

m 2.9% 5.1% 18.2% 40.3% 60.4% 31.8% 8.0% 3.7% 5.1% 8.4% 40.3%

百万円 2 2 19 19 42 116 63 43 2 15 29

m 0.3% 0.3% 3.1% 3.2% 7.0% 19.1% 10.4% 7.1% 0.3% 2.5% 4.8%

合計 百万円 605 605 605 605 605 605 605 605 605 605 605

健全

経年

老朽


image7.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 53 40 11 8 15 41 49 53 40 11 8

m 96.4% 72.2% 20.5% 14.3% 27.7% 74.7% 88.4% 96.4% 72.2% 20.5% 14.3%

百万円 2 15 29 33 11 6 0 2 15 29 33

m 3.6% 27.8% 52.8% 60.7% 20.6% 11.6% 0.0% 3.6% 27.8% 52.8% 60.7%

百万円 0 0 15 14 28 8 6 0 0 15 14

m 0.0% 0.0% 26.7% 25.0% 51.7% 13.7% 11.6% 0.0% 0.0% 26.7% 25.0%

合計 百万円 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55 55

健全

経年

老朽


image8.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 34 315 56 287 279 34 315 56 287 279 34

m 10.3% 96.0% 17.1% 87.2% 84.9% 10.3% 96.0% 17.1% 87.2% 84.9% 10.3%

百万円 172 7 228 23 44 215 7 228 23 44 215

m 52.4% 2.2% 69.4% 7.0% 13.6% 65.5% 2.2% 69.4% 7.0% 13.6% 65.4%

百万円 122 6 44 19 5 80 6 44 19 5 80

m 37.3% 1.8% 13.5% 5.8% 1.5% 24.2% 1.8% 13.5% 5.8% 1.5% 24.2%

合計 百万円 328 328 328 328 328 328 328 328 328 328 328

健全

経年

老朽


image9.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 45 51 85 86 92 87 86 92 87 86 92

m 46.3% 53.4% 88.3% 89.3% 96.2% 90.6% 89.3% 96.2% 90.6% 89.3% 96.2%

百万円 21 13 6 10 4 9 10 4 9 10 4

m 22.0% 13.7% 5.8% 10.7% 3.8% 9.4% 10.7% 3.8% 9.4% 10.7% 3.8%

百万円 31 32 6 0 0 0 0 0 0 0 0

m 31.7% 32.9% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 百万円 96 96 96 96 96 96 96 96 96 96 96

健全

経年

老朽


image10.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 178 179 219 232 232 232 232 232 232 232 232

m 76.6% 77.2% 94.6% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

百万円 53 32 12 0 0 0 0 0 0 0 0

m 23.0% 13.7% 5.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

百万円 1 21 0 0 0 0 0 0 0 0 0

m 0.4% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 百万円 232 232 232 232 232 232 232 232 232 232 232

健全

経年

老朽
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image12.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 1,514 1,363 1,089 1,238 1,483 1,472 1,328 1,188 1,218 1,527 1,462

m 88.8% 79.9% 63.9% 72.6% 87.0% 86.4% 77.9% 69.7% 71.5% 89.6% 85.8%

百万円 143 282 572 415 174 163 318 463 436 124 204

m 8.4% 16.6% 33.6% 24.4% 10.3% 9.6% 18.7% 27.3% 25.6% 7.3% 12.0%

百万円 47 58 43 50 46 68 58 52 50 53 38

m 2.8% 3.5% 2.5% 3.0% 2.7% 4.0% 3.4% 3.0% 2.9% 3.1% 2.2%

合計 百万円 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704 1,704

健全

経年

老朽
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image14.emf
更新あり 2018 2028 2038 2048 2058 2068 2078 2088 2098 2108 2118

百万円 2,409 2,521 1,937 2,193 2,299 2,164 2,503 2,162 2,436 2,674 2,160

m 79.7% 83.4% 64.1% 72.6% 76.1% 71.6% 82.8% 71.5% 80.6% 88.5% 71.5%

百万円 408 380 956 725 599 585 383 719 513 258 699

m 13.6% 12.6% 31.7% 24.0% 19.9% 19.4% 12.7% 23.9% 17.0% 8.6% 23.2%

百万円 203 119 127 102 122 271 134 139 71 87 160

m 6.7% 4.0% 4.2% 3.4% 4.0% 9.0% 4.5% 4.6% 2.4% 2.9% 5.3%

合計 百万円 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020 3,020

健全

経年

老朽
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